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論理学における標準的体系である一階の述語論理 (firstorder predicate logic) を、半順序関係が成り立つような「部
分・全体関係」、および補足性 (supplementation) に関する公理によって拡張した公理系である。そして、このよう
な「部分・全体関係J が時間軸においても成り立つことを認めるのが本稿における四次元メレオロジーである。
第二章では、これまでの研究で見過ごされていた問題点を指摘するために、直接指示の理論 (the theory of direct 












第四章では、 S ・クリプキが考案したいわゆる「信念文のパズ、ル」と単文における類似例が考察の対象となる。 r信














第五章では、 D ・ルイスが四次元メレオロジーを主張するために論じた時間的内在的性質 (temporaryi:p.trinsics) 
の問題に焦点を当てる。ルイスの議論には多くの反論があるため、一般にはルイスの立場は説得的なものとみなされ
ていない。本章では、非ルイス的な四次元メレオロジーの可能性を探ることによって四次元メレオロジーがなお有力
な選択肢であることが論じられる。この結果、四次元メレオロジーに対する重要な批判のひとつが適切でないことが
示される。
第六章では、一般的には四次元メレオロジーと相容れない立場であると考えられている時間の現在主義
(presentism) が検討される。第五章でも現在主義と四次元メレオロジーが相反するものでないことが論じられてい
るが、現在主義そのものに対する決定的な批判は行われていない。本章では、特に様相と時間をパラレルなものと考
えることによって現在主義を擁護する立場を批判的に検討する。その結果、維持可能な現在主義がどのような形態を
とるのかは、四次元的な理論との関係において明らかになることが示唆される。
以上により、四次元メレオロジーに対する主要な批判とされている議論は反駁される。したがって、四次元メレオ
ロジーを用いた理論は、単称名辞の意味論について生じる様々な問題を解決する上で有効であるだけでなく、主要な
批判に耐えうることも示された。同時に、意味論的問題を考察する際、存在論的基盤も考慮することの重要性も示さ
れたと言える。
論文審査の結果の要旨
本論文は、単称名辞の意味論と呼ばれる分析哲学の古典的領域の諸問題を四次元メレオロジーとしづ存在論を基盤
に議論したものである。「メレオロジーj とは、部分・全体関係を基礎とした形式的存在論のことである。本論文で
扱われている問題は、言語哲学、言語学的意味論、形而上学的存在論、哲学的時間論などの諸領域にまたがるもので
あり、論理学、言語学、分析哲学などに関する深い理解が要求される。本論文は、六章から構成されるが、言語哲学・
言語学的意味論と関わる前半部と形而上学的存在論・哲学的時間論に関わる後半部に分けることができる。前半部で
は個別の問題に対しメレオロジーを含んだ形式的理論を用いて解決法を具体的に提案し、後半部ではこの方法論の哲
学的基盤を明らかにするというように、全論文は適切に、しかも、統一的に構成されている。そして、全体にわたり、
1990 年頃から現在に至る最新の英語文献を引用しながら何が問題となっているかを明確化し、それらの問題に対す
る独自の解決法を提案するというスタイルをとっている。本論文は、「単称名辞の意味論j という古典的分析哲学の
問題に四次元メレオロジーという新しい立場からいどんだ意欲的なものである。また、終始、厳密な議論が展開され、
独自の提案に満ちている。この意味で、本論文は、言語哲学と形市上学的存在論を厳密な議論により結び付けるとい
う新しい方向性を日本の分析哲学研究に指し示すものであると言ってよい。
以上の理由から、本論文は博士(人間科学)の学位に充分値すると判定した。
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